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議員が４会場に分かれて参加者と意見交換を行いました
田山コミュニティセンター（11月18日）

１  班

田
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
11
月
18
日
●

■
参
加
者　
12
人

▼�

自
治
会
の
事
業
に
市
役
所
職
員
も
積

極
的
に
関
与
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う

す
る
こ
と
で
地
域
の
課
題
や
問
題
も

見
え
て
く
る
。
ま
た
、「
議
員
と
語
る

会
」
の
よ
う
な
「
市
民
と
市
職
員
が

語
る
会
」
が
必
要
で
あ
る
。

▼�

ご
み
の
分
別
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

ご
み
収
集
場
所
に
出
す
こ
と
を
周
知

徹
底
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
ご
み
収

集
場
所
の
建
物
が
老
朽
化
し
た
場
合

に
自
治
会
で
修
繕
す
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
補
助
金

を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

▼�

図
書
館
は
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
。
大

更
駅
前
へ
の
図
書
館
移
転
は
再
度
検

討
す
る
べ
き
で
あ
る
。

▼�

ク
マ
の
被
害
は
人
的
、
経
済
的
に
も

甚
大
で
あ
る
。
駆
除
を
積
極
的
に
推

進
す
べ
き
で
あ
る
。

▼�

学
校
の
統
廃
合
な
ど
で
市
の
取
り
壊

し
物
件
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
企
業

に
格
安
で
の
賃
貸
や
介
護
施
設
と
し

て
の
活
用
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼�

農
業
支
援
策
と
し
て
中
小
規
模
の
農

家
（
認
定
農
業
者
、
担
い
手
以
外
）

へ
の
補
助
金
も
検
討
す
る
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
後
継
者
不
足
の
解
消
を

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

▼�

頻
繁
に
出
没
す
る
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ

な
ど
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
は
深

刻
で
あ
る
。
早
急
な
対
応
と
併
せ
て

獣
が
寄
り
付
か
な
い
よ
う
に
道
路
付

近
の
草
刈
り
を
す
る
な
ど
の
安
全
対

策
を
強
化
し
て
ほ
し
い
。

▼�

田
山
地
区
は
、
耕
作
放
棄
地
と
空
き

家
が
目
立
っ
て
い
る
の
で
、
対
策
を

強
化
す
る
べ
き
で
あ
る
。

▼�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
増
便
と
Ｊ
Ａ

安
代
支
所
や
安
代
総
合
支
所
に
も
立

ち
寄
れ
る
よ
う
に
利
便
性
を
考
え
た

運
行
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼�

田
山
ス
キ
ー
場
の
リ
フ
ト
左
側
の
エ

リ
ア
を
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
。

▼�

田
山
体
育
館
は
、
国
民
体
育
大
会
に

向
け
屋
根
の
一
部
の
応
急
処
置
を

行
っ
た
が
、
屋
根
全
体
の
腐
食
が
激

し
く
全
体
の
修
繕
が
不
可
欠
で
あ
る
。

▼�

旧
安
代
老
人
憩
の
家
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
の
解
体
を
撤
回
し
て
ほ
し
い
。

▼�

流
雪
溝
が
開
閉
し
づ
ら
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
対
策
を
取
っ
て
ほ
し
い
。

市への提言に向け
市民と議員が対話

議員と
語る会

　八幡平市議会は令和５年11月18日と25日、12月２日の３日間、議会報告会「議員と
語る会」を開催しました。議員が１班と２班に分かれて市内４会場で実施。合わせて
64人の市民の方からご参加をいただきました。議員が令和５年第３回定例会などの議
会 報 告 を し た ほ か、「八幡平市に提言・提案したいこと」をテーマに、全会場でワーク
ショップ形式による意見交換を行いました。（掲載は主なもの）

▼�

大
更
駅
前
線
土
地
区
画
整
理
事
業
の

土
壌
改
良
業
務
に
つ
い
て
、
土
壌
汚

染
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、

今
後
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、

地
域
住
民
へ
の
詳
細
な
説
明
が
必
要

で
あ
る
。

▼�

市
内
の
公
園
な
ど
に
遊
具
が
な
い
の

で
、
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た

め
、
各
公
園
な
ど
に
安
全
な
遊
具
を

設
置
す
る
よ
う
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼�

若
者
が
働
け
る
場
所
が
少
な
い
の
で
、

大
企
業
の
誘
致
を
望
む
。

２  班

大
更
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
１1
月
25
日
●

■
参
加
者　
33
人

▼�

道
路
の
雪
解
け
が
始
ま
る
と
道
路
に

で
こ
ぼ
こ
が
で
き
、
車
が
通
る
た
び

に
騒
音
と
振
動
が
激
し
く
、
夜
に
眠

れ
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
早
急
に
修
繕

す
る
な
ど
の
対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

▼�

女
性
が
活
躍
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
人
材
育
成
な
ど
市
全

体
で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

▼�

田
山
地
区
の
貴
重
な
歴
史
・
文
化
を

守
り
、
そ
の
価
値
を
周
知
す
る
た
め

に
活
動
の
支
援
を
望
む
。

▼�

歩
道
の
除
雪
が
遅
い
た
め
、
通
勤
時

に
車
道
を
歩
く
際
に
危
険
で
あ
る
。

除
雪
を
も
っ
と
充
実
し
て
ほ
し
い
。

▼�

今
回
の
議
員
と
語
る
会
で
話
し
合
っ

た
内
容
を
一
つ
で
も
実
現
で
き
る
よ

う
に
議
員
活
動
を
し
て
ほ
し
い
。

▼�
高
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
の
た
め
、

総
合
運
動
公
園
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
場
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場
な
ど
の
整
備
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。

▼�

八
幡
平
市
は
自
然
が
豊
か
で
あ
る
が
、

Ｐ
Ｒ
不
足
で
あ
る
と
感
じ
る
。
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
手
段
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

▼�

市
内
を
含
め
近
隣
広
域
に
８
カ
所
の

ゴ
ル
フ
場
が
あ
り
、
ま
れ
に
み
る
ゴ

ル
フ
好
環
境
で
あ
る
。
平
舘
高
校
の

存
続
の
た
め
、
ゴ
ル
フ
部
を
創
設
し
、

強
化
を
行
え
ば
全
国
か
ら
入
学
希
望

者
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

▼�

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
通
学
で
き
る

よ
う
に
八
坂
神
社
近
く
の
信
号
機
周

辺
の
通
学
路
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

前向きに意見を出し合う様子

多くの市民の皆さんが参加

女性視点での発表もありました
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12月定例会

物価高騰対応重点支援給
付金を含む補正予算可決

●会期　１２月７日～１2月１3日(7日間)

12月定例会議案採決（議案第４号）

今回は
市長提出議案　10件
議員提出議案　１件

▼�

市
民
に
直
接
関
係
す
る
事
業
に
つ
い

て
は
早
め
に
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

意
見
を
聞
き
取
っ
て
も
ら
い
た
い
。

▼�

県
道
焼
走
り
線
の
道
路
整
備
が
必
要

で
あ
る
。
特
に
歩
道
部
分
の
雑
草
や

落
ち
葉
な
ど
を
処
理
し
て
ほ
し
い
。

▼�

令
和
5
年
度
は
肥
料
高
騰
対
策
支
援

が
あ
っ
た
が
、
令
和
6
年
度
も
継
続

し
て
支
援
を
し
て
ほ
し
い
。

▼�

ク
マ
の
対
策
と
し
て
、
マ
タ
ギ
を
増

や
し
て
ほ
し
い
。

▼�

学
校
給
食
を
無
償
化
し
て
ほ
し
い
。

１  班

田
頭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
１1
月
25
日
●

■
参
加
者　
９
人

▼�

議
会
だ
よ
り
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、

広
報
用
に
ま
と
め
な
い
で
全
部
掲
載

し
て
ほ
し
い
。

▼�

運
転
免
許
証
の
返
納
者
へ
手
厚
い
支

援
が
必
要
で
あ
る
。

▼�

コ
ミ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
、
高
齢

者
の
公
共
交
通
機
関
利
用
へ
の
利
便

性
を
高
め
て
ほ
し
い
。

▼�

市
外
の
特
別
支
援
学
校
へ
の
通
学
の

支
援
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

▼�
市
道
山
子
沢
線
の
整
備
、
田
山
ス

キ
ー
場
の
整
備
な
ど
、
行
財
政
の
見

直
し
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

▼�

通
勤
、
通
学
の
時
間
に
合
わ
せ
た
除

雪
を
し
て
ほ
し
い
。

▼�

ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
。

▼�

大
更
駅
前
線
土
地
区
画
整
理
事
業
の

土
壌
汚
染
は
人
体
・
環
境
に
ど
の
よ

う
な
影
響
が
あ
る
の
か
し
っ
か
り
と

市
民
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。

▼�

コ
ミ
バ
ス
の
停
留
所
ま
で
距
離
が
あ

り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
不
便
で
あ

る
。ま
た
、大
型
バ
ス
で
は
な
く
、小

型
ま
た
は
中
型
の
車
両
に
し
、
も
っ

と
き
め
細
か
い
運
行
を
す
る
べ
き
で

あ
る
。
行
政
手
続
き
、
買
い
物
、
通

院
な
ど
に
移
動
手
段
が
な
い
市
民
の

利
便
性
を
確
保
す
る
べ
き
で
あ
る
。

２  班

寺
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

●
１2
月
２
日
●

■
参
加
者　
10
人

▼�

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
建
設
費
約

20
億
円
を
投
じ
て
、（
仮
称
）大
更
駅

前
顔
づ
く
り
施
設
に
新
し
い
図
書
館

は
い
ら
な
い
。
建
物
を
造
っ
て
も
維

持
管
理
費
な
ど
が
増
え
る
だ
け
で
あ

る
。
既
存
の
公
共
施
設
を
有
効
活
用

す
る
べ
き
で
あ
る
。

▼�

ご
み
の
分
別
を
周
知
徹
底
し
、
生
ご

み
を
少
な
く
し
、
ご
み
の
焼
却
費
を

抑
え
、
環
境
に
も
や
さ
し
く
す
る
べ

き
で
あ
る
。

▼�

市
内
に
は
ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
施

設
が
な
い
の
で
、
市
総
合
運
動
公
園

を
改
修
し
て
、
公
式
陸
上
競
技
が
で

き
、
中
央
部
分
は
天
然
芝
で
サ
ッ

カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
が
で
き
る
施

設
に
し
て
ほ
し
い
。

５
億
７
０
２
８
万
円

増
額
補
正
予
算
可
決

　
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
７
０
２

８
万
円
を
増
額
し
、
総
額
１
９
７
億
８

６
０
９
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
、
主

な
歳
出
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
生
活
困
窮
者
冬
季
特
別
対
策
事
業

　
助
成
金　

　
２
２
４
０
万
円

▼
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付
金

　
給
付
費　

　
２
億
１
７
０
０
万
円

債
務
負
担
行
為
補
正

▼
都
市
計
画
道
路
大
更
駅
前
線
沿
道

　
用
地
土
壌
改
良
業
務
（
６
年
度
）

　
１
５
１
５
万
円
（
追
加
）

な
ぜ
早
々
に
都
市
計
画
道
路
大

更
駅
前
線
沿
道
用
地
土
壌
改
良

業
務
の
債
務
負
担
行
為
が
必
要

に
な
っ
た
の
か
。

令
和
3
年
度
、
4
年
度
も
債
務

負
担
行
為
を
行
っ
て
い
る
。
６

年
度
も
継
続
し
て
処
理
が
必
要

な
こ
と
か
ら
債
務
負
担
行
為
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

【
議
案
第
６
号
】　
令
和
5
年
度
八
幡
平
市
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

Ａ Ｑ

農
業
委
員
の
任
命　

全
会
一
致
で
同
意

　

農
業
委
員
会
の
委
員
に
欠
員
が
生

じ
た
た
め
、
新
た
に
竹
田
憲
治
氏
を
委

員
に
任
命
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
１
号
】　
農
業
委
員
会
の
委
員
の
任
命

に
関
し
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

会
計
年
度
職
員
に　

勤
勉
手
当
を
支
給

　
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
い
、
勤
勉
手
当
を
支
給

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
が

一
般
職
員
と
同
様
に
４
月
１
日

か
ら
遡そ
き
ゅ
う及
適
用
さ
れ
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

会
計
年
度
任
用
職
員
に
関
し
て

は
、
出
入
り
も
多
く
、
年
度
内

に
任
用
に
な
る
場
合
や
退
職
す

る
場
合
も
あ
る
。
事
務
手
続
き

を
勘
案
し
て
遡
及
適
用
は
し
て

い
な
い
。

【
議
案
第
４
号
】
八
幡
平
市
第
１
号
会
計
年
度

任
用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

Ａ Ｑ

議会報告会をしている様子

議員と市民との親睦も深まりました

厳しいご意見もいただきました

若い人も参加してくれました
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一 般
質 問

07 №74 06№74

パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
の

休
戦
を
求
め
る
決
議

　
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
イ
ス

ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
大
規
模
衝
突
に
よ

り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ
地
区
に

お
い
て
、
人
命
が
深
刻
な
危
機
的
状
況

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
市
街

地
に
甚
大
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
い

る
現
状
で
あ
る
。八
幡
平
市
議
会
は
、こ

の
紛
争
に
関
わ
る
全
て
の
当
事
者
お
よ

び
国
際
社
会
に
対
し
、「
即
時
か
つ
持
続

的
な
人
道
的
休
戦
及
び
人
質
の
即
時
解

放
」「
国
際
法
及
び
国
際
人
道
法
の
順

守
」「
人
道
的
被
害
の
抑
制
、
人
道
支
援

物
資
の
供
給
を
通
じ
た
人
道
状
況
の
改

善
」
を
強
く
求
め
、
一
刻
も
早
く
紛
争

が
終
結
す
る
こ
と
を
切
に
望
む
決
議
を

議
決
し
ま
し
た
。

【
発
議
案
第
１
号
】　
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ

地
区
に
お
け
る
即
時
か
つ
持
続
的
な
人
道
的
休

戦
を
求
め
る
決
議
に
つ
い
て

　

質問した事項
勝又　安正 議員 （八起会)…………０7
　・打田内川の河道掘削について
　・限界集落対策について
　・戦没者追悼式について

関　　治人 議員 （八起会)…………０8
　・観光振興について
　・田山スポーツエリアの整備について

渡辺　義光 議員 (市民クラブ)……08
　・合併20周年記念事業の取り組みとまち
　　づくりについて

髙橋　悦郎 議員 (日本共産党)……09
　・八幡平市環境基本計画について
　・八幡平市公共施設等総合管理計画について

齊藤　隆雄 議員 (日本共産党)……10
　・介護保険について

工藤　多弘 議員 (松西会)…………10
　・（仮称）大更駅前顔づくり施設および大更駅
　　周辺開発について
・共に学び、共に育つ教育について

熊澤　　博 議員 (自由クラブ)……11
　・建設業の振興対策について
　・介護保険の在り方について

田村　正元 議員 （八起会)…………12
　・赤川について
　・子育て、学校教育について
　・観光振興対策と今後の振興計画について

北口　　功 議員 （無会派)…………12
　・移住定住問題について
　・認知症対策について
　・HPVワクチンおよび帯状疱

ほうしん
疹ワクチン

　　接種について

勝
かつまた

又安
やすまさ

正 議員
（八起会）

問　
岩
手
土
木
セ
ン
タ
ー
へ
早

期
に
取
り
組
み
を
働
き
か
け
て

い
る
と
思
う
が
、
水
害
の
危
険

が
増
し
て
お
り
、
地
域
住
民
か

ら
強
い
要
望
が
あ
る
。
打
田
内

川
の
河
道
掘
削
の
計
画
を
伺
う
。

市
長　
県
で
は
本
年
度
、
下
流

に
向
け
掘
削
予
定
で
あ
る
が
、

予
算
配
分
の
調
整
が
必
要
で
あ

り
、
全
線
実
施
に
は
複
数
年
要

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
災
害

の
未
然
防
止
の
た
め
、
継
続
実

施
を
要
望
し
て
い
く
。

限
界
集
落
支
援
対
策

問　
山
間
部
の
状
況
と
地
域
活

動
の
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
65
歳
以
上
の
高
齢
化
率

は
42
・
２
％
で
あ
り
、
年
々
進

ん
で
い
る
。
自
治
会
活
動
費
補

助
金
の
支
援
、
各
地
域
振
興
協

議
会
に
地
域
づ
く
り
一
括
交
付

金
を
交
付
し
、
地
域
課
題
の
解

決
な
ど
共
助
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
事
業
を
進
め
て
い
る
。

問　
移
動
販
売
車
な
ど
の
配
送

事
業
へ
支
援
の
考
え
は
。

市
長　
移
動
販
売
車
の
需
要
な

ど
地
域
の
方
々
か
ら
お
聞
き
す

る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
。

問　
買
い
物
弱
者
、
交
通
弱
者

が
増
え
る
中
で
の
対
策
は
。

市
長　
公
共
交
通
の
確
保
が
大

切
で
あ
る
。
効
率
的
で
持
続
可

能
な
地
域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。

市
戦
没
者
追
悼
式
は

参
加
で
き
る
式
典
へ

問　
参
列
者
が
減
少
傾
向
に
あ

る
中
で
の
対
応
策
を
伺
う
。

市
長　
参
加
し
や
す
い
式
典
と

な
る
よ
う
に
時
期
や
曜
日
を
見

直
し
、
平
和
学
習
も
調
査
研
究

し
て
い
く
。

打う
っ
た
な
い

田
内
川（
曲ま

が
た田
）河
道
掘
削

河
川
上
流
端
か
ら
実
施
予
定

曲田地区の一級河川打田内川

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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　議 案 名

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

議決結果

外
山　
一
則
（
八　
起　
会
）

田
村　
正
元
（
八　
起　
会
）

齊
藤　
隆
雄
（
日
本
共
産
党
）

関　
　
治
人
（
八　
起　
会
）

羽
沢　
寿
隆
（
八　
起　
会
）

工
藤　
多
弘
（
松　
西　
会
）

勝
又　
安
正
（
八　
起　
会
）

北
口　
　
功
（
無　
会　
派
）

欠　
　
　
番

熊
澤　
　
博
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

立
花　
安
文
（
八　
起　
会
）

渡
辺　
義
光
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

工
藤　
直
道
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

古
川　
津
好
（
松　
西　
会
）

髙
橋　
悦
郎
（
日
本
共
産
党
）

髙
橋　
光
幸
（
市
民
ク
ラ
ブ
）

井
上　
辰
男
（
八　
起　
会
）

工
藤　
隆
一
（
八　
起　
会
）

議　案
第4号

八幡平市第１号会計
年度任用職員の報酬、
期末手当及び費用弁
償に関する条例の一
部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ー 原案可決

※賛成＝○、反対＝●　工藤隆一議長は採決に加わりません

令和５年第４回定例会　賛否の分かれた議案の採決結果

保
健
所
に
も
っ
と
強
く
働
き
か

け
、
国
や
県
の
助
成
を
交
渉
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

保
健
所
か
ら
は
、
汚
染
物
質
が

基
準
値
以
下
に
下
が
る
ま
で
、

継
続
す
る
よ
う
指
導
を
受
け
て

い
る
。民
間
や
個
人
の
場
合
、保

健
所
の
指
導
が
あ
っ
て
も
対
応

す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
土
地

所
有
者
が
市
で
あ
る
限
り
対
応

す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
10
年
先
ま
で
、
毎
年

１
５
０
０
万
円
を
こ
の
土
地
に

払
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
。

行
政
機
関
と
し
て
責
任
が
あ
る
。

除
染
作
業
の
結
果
、
汚
染
物
質

は
減
少
し
て
き
て
お
り
、
そ
の

こ
と
も
含
め
て
保
健
所
と
協
議

し
て
い
き
た
い
。

Ａ ＱＡ Ｑ

除染作業が続く元クリーニング工場跡地

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
給
付

金
給
付
費
と
し
て
２
億
１
７
０

０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

支
給
日
は
年
明
け
の
１
月
中
旬

と
い
う
解
釈
で
い
い
の
か
。

対
象
者
に
は
、
12
月
下
旬
に
確

認
書
を
送
付
し
、
支
給
は
１
月

中
旬
か
ら
下
旬
と
考
え
て
い
る
。

Ａ Ｑ
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渡
わたなべ

辺義
よしみつ

光 議員
（市民クラブ）

髙
たかはし

橋悦
えつろう

郎 議員
（日本共産党）

関
せき

　治
ひ ろ と

人 議員
（八起会）

問　
令
和
7
年
9
月
1
日
に
八

幡
平
市
合
併
20
周
年
を
迎
え
る
。

合
併
の
効
果
を
正
し
く
検
証
し

将
来
へ
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
望

す
る
記
念
事
業
の
取
り
組
み
は
。

市
長　
庁
内
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
設
置
し
、
式
典
・
行

事
・
記
念
誌
刊
行
の
在
り
方
な

ど
を
総
合
的
に
検
討
中
で
あ
る
。

３
町
村
章
を
紛
失
？

問　
旧
3
町
村
の
庁
舎
屋
上
に

設
置
さ
れ
て
い
た
「
町
村
章
」

は
長
年
の
風
雪
に
耐
え
、
ま
ち

の
歴
史
を
物
語
る
文
化
財
で
あ

る
。
永
久
保
存
す
べ
き
で
あ
る
。

市
長　
提
言
の
あ
っ
た
町
村
章

（
縦
・
横
、
約
１
４
0
㌢
、
厚

さ
10
㌢
）
を
市
の
全
施
設
で
捜

索
し
、
退
職
者
を
含
め
全
職
員

に
情
報
を
求
め
た
が
発
見
で
き

な
か
っ
た
。
市
の
管
理
体
制
の

不
徹
底
か
ら
貴
重
な
財
産
を
紛

失
し
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
。

4
千
万
円
の
寄
付
金

問　
元
八
幡
平
市
ふ
る
さ
と
会

会
長
故
・
工
藤
修
氏
（
大
更
仲

町
出
身
）
の
遺
族
か
ら
寄
付
さ

れ
た
4
千
11
万
円
の
活
用
と
顕

彰
事
業
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

市
長　
遺
族
の
方
か
ら
「
市
の

発
展
に
活
用
し
て
ほ
し
い
」
と

の
申
し
出
が
あ
っ
た
。
市
有
財

産
整
備
基
金
に
積
み
立
て
、
趣

意
に
添
う
よ
う
有
効
活
用
す
る
。

未
来
を
担
う
子
ど
も

問　
小
中
高
生
を
対
象
に
市
の

将
来
の
夢
や
未
来
を
テ
ー
マ
に

し
た
詩
、
絵
画
、
作
文
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
を
公
募
し
て
は
。

教
育
長　
子
ど
も
た
ち
が
20
周

年
を
機
に
将
来
に
大
き
な
希
望

を
抱
け
る
取
り
組
み
に
し
た
い
。

問　
本
市
の
ご
み
処
理
経
費
は
、

年
間
約
５
億
円
か
か
っ
て
い
る

が
、
そ
の
財
源
は
。

市
民
課
長　
事
業
系
ご
み
手
数

料
を
除
き
、
一
般
財
源
で
あ
る
。

問　
貴
重
な
一
般
財
源
か
ら
の

支
出
で
あ
り
、
ご
み
処
理
経
費

の
削
減
は
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

県
内
市
町
村
の
１
人
１
日
当
た

り
の
ご
み
の
総
排
出
量
を
見
る

と
、
本
市
は
矢
巾
町
に
次
い
で

２
番
目
に
多
い
。
ま
た
、
ご
み

の
リ
サ
イ
ク
ル
率
も
県
内
の
市

町
村
の
中
で
下
か
ら
３
番
目
と

い
う
こ
と
で
進
ん
で
い
な
い
が
。

市
長　
雑
紙
の
分
別
を
実
施
し

て
い
る
が
、
市
民
の
方
々
に
浸

透
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
は
す

ぐ
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
新
た
な
施
設
が
必
要
で
、

実
施
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
図
っ
て

い
る
。
生
ご
み
の
分
別
に
つ
い

て
は
、
他
の
ご
み
に
比
べ
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
。
時
間
が
か
か
る

が
実
施
に
向
け
て
進
め
て
い
く
。

ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
引
き

上
げ
、
ご
み
を
削
減
す
る
の
は

そ
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理

解
い
た
だ
き
、
協
力
い
た
だ
く

こ
と
が
な
に
よ
り
大
切
で
あ
る
。

廃
止
し
た
公
共
施
設

問　
本
市
に
は
、
廃
止
に
な
っ

た
公
共
施
設
が
２０
カ
所
あ
る
が
、

取
り
壊
し
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

総
務
課
長　
今
、
取
り
壊
し
の

優
先
度
合
い
を
検
討
し
て
い
る
。

問　
県
は
、
廃
止
に
な
っ
た
公

共
施
設
の
公
売
を
積
極
的
に
進

め
て
い
る
。
本
市
の
方
針
は
。

建
設
課
長　
不
要
な
資
産
に
つ

い
て
は
、
で
き
る
だ
け
公
売
に

か
け
、
処
分
し
た
い
。

問　
田
山
ス
キ
ー
場
の
今
後
の

整
備
計
画
は
。

市
長　
地
域
振
興
協
議
会
を
中

心
に
地
域
の
方
や
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

問　
利
用
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、

鹿
角
市
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

出
場
者
や
地
元
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
子
ど
も
た
ち
で
あ
り
、
競

技
ス
キ
ー
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
ス

キ
ー
場
で
あ
る
。
完
全
ク
ロ
ー

ズ
の
専
用
バ
ー
ン
と
し
て
利
活

用
を
促
進
す
る
べ
き
で
は
。

市
長　
競
技
者
が
多
い
の
は
承

知
し
て
い
る
。
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
っ
た
も
の
に
し
た
い
。

問　
ジ
ャ
ン
プ
台
を
有
効
活
用

す
る
た
め
に
は
、
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
人
工
芝
を
張
り
付
け
、
夏

場
も
使
用
可
能
に
す
る
こ
と
や

ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
が
必
要

で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
安
定
し

た
運
営
を
し
て
い
く
た
め
に
も

県
営
化
は
必
須
だ
と
思
う
が
。

市
長　
県
営
化
に
つ
い
て
は
今

ま
で
も
要
請
し
て
い
る
。
大
会

開
催
を
機
に
県
営
化
の
議
論
を

進
め
て
い
き
た
い
。

新
体
制
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ　

今
後
の
在
り
方
は

問　
委
託
料
５
年
間
の
総
額
は
。

市
長　
５
年
間
の
総
額
は
、
約

３
億
６
８
８
０
万
円
で
あ
る
。

問　
５
年
間
の
評
価
は
。

市
長　
さ
ま
ざ
ま
な
観
光
事
業

を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
国
か
ら

約
８
億
円
の
投
資
を
呼
び
込
む

な
ど
一
定
の
評
価
を
し
て
い
る
。

問　
５
年
間
を
総
括
し
た
上
で

新
し
い
体
制
へ
の
対
応
を
考
え

る
べ
き
で
は
。

市
長　
継
続
し
て
進
め
る
べ
き

事
業
は
多
い
が
、
在
り
方
に
つ

い
て
し
っ
か
り
考
え
て
進
め
る
。

田
山
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
整
備

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

利活用が求められる田山スキ―場

合
併
20
周
年
事
業
の
計
画
は

記
念
行
事
の
全
般
を
検
討
中

合併協定調印式（記録集より）

ご
み
資
源
化
率
の
引
き
上
げ

市
民
の
理
解
と
協
力
が
必
要

集積場に出されたごみ

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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工
く ど う

藤多
た ひ ろ

弘 議員
（松西会）

熊
くまざわ

澤　博
ひろし

 議員
（自由クラブ）

齊
さいとう

藤隆
た か お

雄 議員
（日本共産党）

問　
市
民
の
声
を
参
考
に
現
市

立
図
書
館
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

充
実
し
た
図
書
館
運
営
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
が
。

教
育
長　
現
図
書
館
は
築
３２
年

が
経
過
し
、
長
寿
命
化
対
策
と

合
わ
せ
た
工
事
を
実
施
し
て
も

新
築
の
よ
う
な
耐
用
年
数
と
な

ら
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

ま
た
、
交
通
手
段
を
持
た
な
い

子
ど
も
た
ち
を
含
め
市
民
の
皆

さ
ん
が
来
館
し
や
す
い
場
所
が

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
（
仮
称
）大
更
駅
前
顔
づ
く

り
施
設
予
定
地
の
地
盤
調
査
は
。

建
設
課
長　
数
カ
所
の
地
質
調

査
を
行
っ
た
も
の
に
基
づ
き
地

質
の
状
況
、
土
質
な
ど
を
調
べ

て
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

問　
１０
月
に
開
催
し
た
「
は
ち

マ
ル
シ
ェ
２
０
２
３
」
イ
ベ
ン

ト
の
今
後
の
展
開
は
。

商
工
観
光
課
長　
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
回
数
は
、
今
回
の
結
果
を

踏
ま
え
て
整
理
し
て
い
く
。
ま

た
、
次
回
は
さ
ら
に
広
く
周
知

し
、
皆
さ
ん
に
情
報
が
届
く
よ

う
改
善
を
図
り
た
い
。

共
に
学
び
共
に
育
つ

問　
特
別
支
援
学
校
八
幡
平
分

教
室
設
置
の
進
し
ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

教
育
長　
本
年
度
を
含
め
過
去

３
年
間
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
、
県
教
委
に
直
接
出
向

き
設
置
を
要
望
し
て
い
る
。

問　
分
教
室
の
設
置
場
所
は
。

教
育
長　
当
初
は
、
旧
東
大
更

小
学
校
の
校
舎
を
視
野
に
入
れ

て
い
た
が
、
分
教
室
は
地
域
の

児
童
生
徒
と
の
交
流
が
大
き
な

ポ
イ
ン
ト
と
な
る
旨
の
話
も
あ

り
、
市
内
の
小
学
校
の
空
き
教

室
に
設
置
す
る
こ
と
を
含
め
、

検
討
し
て
い
る
。

問　
市
建
設
協
同
組
合
へ
の
発

注
は
優
先
さ
れ
て
い
る
の
か
。

市
長　
組
合
は
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
や
各
種
奉
仕
活
動
な
ど
の
地

域
活
動
、
公
共
的
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
建
設
工
事
の
発

注
は
原
則
と
し
て
競
争
入
札
で

あ
る
。
市
内
事
業
者
を
基
本
的

な
入
札
参
加
資
格
者
と
し
て
い

る
。
優
先
的
に
実
行
さ
れ
、
お

お
よ
そ
は
市
内
発
注
で
あ
る
と

理
解
し
て
い
る
。

問　
競
争
入
札
で
不
落
と
な
っ

た
場
合
、
最
低
価
格
入
札
者
と

市
と
の
協
議
の
考
え
は
。

市
長　
３
回
ま
で
の
入
札
で
不

落
の
場
合
、
再
度
入
札
す
べ
き

か
、
随
意
契
約
と
す
る
か
を
検

討
し
進
め
て
い
る
。

問　
入
札
参
加
者
が
１
者
の
場

合
で
も
入
札
を
行
い
、
落
札
し

発
注
し
て
い
る
自
治
体
や
団
体

も
あ
る
よ
う
だ
が
。

総
務
課
長　
国
も
含
め
て
１
者

で
も
入
札
す
る
自
治
体
も
あ
る
。

県
内
で
も
対
応
は
分
か
れ
て
お

り
、
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

潜
在
的
な
介
護
難
民

問　
市
内
に
は
、
少
な
い
年
金

生
活
で
施
設
入
所
を
諦
め
た
介

護
難
民
も
存
在
す
る
の
で
は
。

健
康
福
祉
課
長　
３
地
区
の
相

談
窓
口
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
で
の
周
知
、
民
生
委
員
か

ら
の
情
報
提
供
な
ど
で
、
対
応

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
介
護
職
員
の
給
与
を
引
き

上
げ
る
た
め
、
国
へ
報
酬
の
引

き
上
げ
を
求
め
る
べ
き
で
は
。

市
長　
全
国
市
長
会
議
の
決
議

で
、
賃
金
水
準
の
底
上
げ
を
国

へ
提
言
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

利
用
者
負
担
や
保
険
料
の
動
向

に
も
注
視
し
て
い
く
。

問　
令
和
6
年
度
か
ら
の
第
9

期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、

65
歳
以
上
の
保
険
料
改
定
を
ど

の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
。

市
長　
介
護
保
険
制
度
の
持
続

可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

低
所
得
者
の
保
険
料
上
昇
を
抑

え
る
必
要
が
あ
る
。
能
力
に
応

じ
た
負
担
の
観
点
か
ら
、
既
に

多
段
階
の
保
険
料
設
定
で
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
る
と
国
の
定
め

る
標
準
段
階
の
多
段
階
化
や
標

準
乗
率
の
高
所
得
者
の
引
き
上

げ
低
所
得
者
の
引
き
下
げ
な
ど

を
検
討
し
て
お
り
、
年
末
ま
で

に
結
論
を
得
る
と
さ
れ
て
い
る
。

問　
国
や
県
と
比
較
し
て
保
険

料
が
高
く
な
っ
て
い
る
要
因
は
。

市
長　
令
和
4
年
10
月
1
日
時

点
の
高
齢
化
率
を
見
る
と
国

29
％
、
県
34
・
8
％
に
比
べ
、

組
合
管
内
は
43
・
4
％
と
高
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
要
介
護

認
定
率
は
本
年
4
月
末
で
20
・

５
％
と
県
内
24
の
保
険
組
合
中

5
番
目
で
あ
る
。
さ
ら
に
全
国

１
５
７
１
保
険
組
合
中
３
２
７

番
目
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方

が
比
較
的
に
多
い
状
況
に
あ
る
。

第
1
号
被
保
険
者
1
人
当
た
り

の
給
付
費
を
比
較
す
る
と
全
国

は
1
万
８
６
５
円
、
県
は
1
万

２
３
９
６
円
、
組
合
は
1
万
６

３
０
６
円
と
国
や
県
を
大
き
く

上
回
る
状
況
が
要
因
と
考
え
る
。

問　
厚
労
省
の
介
護
利
用
料
2

割
負
担
の
対
象
を
広
げ
る
試
案

に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
持
続
可
能
な
制
度
の
確

立
、
負
担
の
公
平
性
に
配
慮
し
、

高
齢
者
の
方
々
が
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

保
険
料
の
引
き
上
げ
抑
制
を

国
の
方
針
後
に
結
論
を
得
る

介護保険制度を紹介する冊子

図
書
館
運
営
に
市
民
の
声
を

市
民
が
来
館
し
や
す
い
場
所

現在の市立図書館

建
設
業
の
果
た
す
役
割
と
は

地
域
の
安
全
・
安
心
の
担
保

インフラの整備・維持は除雪から

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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主な議会の動き

（１０月１日～１２月３１日)

１０月

▲

２日　令和５年第３回定例会、

　　　　議員研修報告会（議会運営委員会）、議会運営委員会

▲

10日　議会広聴広報常任委員会

▲

17日　産業民生常任委員会所管事務に係る視察調査、

　　　　市議会議員と建設協同組合役員との意見交換会

▲

20日　平舘高校同窓会役員等との意見交換会

▲

24日　盛岡地区広域消防組合議会10月定例会

▲

２5日　岩手県後期高齢者医療広域連合議会監査、

　　　　盛岡広域環境組合議会監査

▲

26日　議会広聴広報常任委員会

▲

31日　岩手県後期高齢者医療広域連合議会10月臨時会

１１月

▲

１日　令和５年盛岡北部行政事務組合議会第２回定例会

▲

６日　盛岡地区広域消防組合議会議員消防行政視察研修（～８日）、

　 　 　 　

議会広聴広報常任員会視察研修（～８日）

▲

10日　議会改革推進会議議員研修会（ワークショップ）

▲

１４日　会派視察研修（八起会、市民クラブ、無会派）（～１６日）

▲

１7日　令和5年盛岡広域環境組合議会11月定例会

▲

１８日　令和5年度八幡平市議会報告会「議員と語る会」

▲

21日　岩手県市議会議長会議員研修会、

　　　　宮古市・八幡平市議会議員合同研修会及び交流会（～22日）

▲

25日　令和5年度八幡平市議会報告会「議員と語る会」

▲

27日　岩手県後期高齢者医療広域連合議会11月定例会

▲

２9日　岩手県後期高齢者医療広域連合議会監査、

　　　　盛岡広域環境組合議会監査

▲

３０日　議会運営委員会、令和５年第２回臨時会、 議員全員協議会

１２月

▲

２日　令和5年度八幡平市議会報告会「議員と語る会」

▲

６日　令和5年度第３回タブレット型端末操作研修会

▲

７日　令和５年第４回定例会（～13日）、議会広聴広報常任委員会

▲

12日　議会運営委員会

▲

13日　議会運営委員会

▲

20日　盛岡地区広域消防組合議会12月臨時会

▲

21日　議会広聴広報常任委員会

▲

２6日　岩手県後期高齢者医療広域連合議会監査、

　　　　盛岡広域環境組合議会監査

北
きたぐち

口　功
いさお

 議員
（無会派）

田
た む ら

村正
まさもと

元 議員
（八起会）

問　
移
住
を
考
え
、
新
た
に
定

住
し
よ
う
と
し
て
い
る
人
や
暮

ら
し
始
め
て
い
る
方
々
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
は
あ
る
の
か
。

市
長　
元
年
度
よ
り
情
報
提
供

の
た
め
、
は
ち
ま
ん
た
い
移
住

定
住
サ
イ
ト
を
運
用
し
て
い
る
。

問　
花
輪
線
や
路
線
バ
ス
の
時

刻
表
な
ど
、
生
活
す
る
た
め
の

情
報
も
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
時
に
検
討
し
た
い
。

認
知
症
の
治
療
は　

早
期
発
見
が
カ
ギ

問　
当
市
に
お
け
る
認
知
症
の

対
策
と
取
り
組
み
状
況
は
。

市
長　
理
解
促
進
、
地
域
で
の

支
え
合
い
強
化
の
た
め
認
知
症

講
演
会
や
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
、
認
知
症
カ
フ
ェ
を

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
医
療

や
介
護
の
支
援
へ
と
結
び
付
け

る
事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

勧
奨
の
期
限
が
迫
る

問　

積
極
的
勧
奨
が
再
開
さ

れ
た
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
子
宮
頸け

い
が
ん
）�

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
対
象
者
数
と

接
種
率
は
。

市
長　
４
年
度
は
接
種
対
象
者

１
７
４
０
人
に
対
し
、
接
種
者

１
２
６
人
、
５
年
度
は
１０
月
末

で
１
８
０
４
人
に
対
し
、
１
３

１
人
と
約
７
・
２
か
ら
7
・

３
％
の
接
種
率
と
な
っ
て
い
る
。

問　
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

の
推
計
で
は
、
１
万
人
当
た
り

１
３
２
人
が
罹り

患か
ん

し
、
そ
の
う

ち
３４
人
が
亡
く
な
る
と
あ
る
が
、

市
に
換
算
し
た
場
合
は
。

市
長　
市
の
接
種
対
象
者
で
は
、

将
来
２３
・
８
人
が
罹
患
し
、
亡

く
な
る
の
は
６
・
２
人
と
推
計

さ
れ
る
。

問　
赤
川
河
川
内
お
よ
び
堤
防

敷
に
あ
る
成
長
し
た
樹
木
に
つ

い
て
、
八
幡
平
市
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
も
含
め
、
今
後
ど
の

よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

市
長　
県
も
含
め
、
国
の
財
政

負
担
に
よ
っ
て
進
め
て
き
て
い

る
の
で
、
財
源
の
確
保
に
努
め

な
が
ら
事
業
の
進
捗
を
早
め
て

い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
市

民
の
皆
さ
ん
の
情
報
提
供
も
い

た
だ
き
な
が
ら
、
優
先
順
位
の

高
い
重
点
エ
リ
ア
か
ら
早
期
に

改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

大
更
顔
づ
く
り
施
設

問　
オ
ー
プ
ン
日
は
、
具
体
的

に
い
つ
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

名
称
の
決
定
は
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
子
育
て
支
援

サ
イ
ト
で
遊
具
や
幼
児
エ
リ
ア
、

図
書
館
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て

情
報
の
開
示
計
画
は
。

商
工
観
光
課
長　
オ
ー
プ
ン
に

つ
い
て
は
、
２
0
２
５
年
秋
以

降
を
予
定
し
て
い
る
。
名
称
に

つ
い
て
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

も
含
め
広
く
募
集
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
る
。
現
状
、
開
示

計
画
は
立
て
て
い
な
い
。
今
後

の
展
開
に
つ
い
て
は
、
広
く
内

容
が
伝
わ
る
よ
う
に
見
直
し
を

し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

観
光
振
興
の
状
況
は

問　
泊
食
分
離
を
テ
ー
マ
に
国

の
補
助
を
受
け
た
ノ
ー
ザ
ン
グ

ラ
ン
デ
八
幡
平
が
2
年
目
で
休

業
し
て
い
る
。
行
政
と
し
て
今

後
ど
う
働
き
か
け
て
い
く
の
か
。

市
長　
地
域
を
活
性
化
で
き
る

期
待
を
も
っ
た
施
設
な
の
で
、

市
と
し
て
い
ろ
い
ろ
な
所
に
働

き
か
け
な
が
ら
、
再
開
で
き
る

よ
う
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。

集
中
豪
雨
を
見
越
し
た
対
策

国
土
強き

ょ
う
じ
ん靭
化
計
画
で
実
施

地域の皆さまの協力で維持管理

移
住
定
住
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
情
報
提
供

市ホームページのトップ画面

※各質問者の録画映像はＱＲコードからご覧いただけます。
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問　〇の中には、どんな文字
　（数字)が入るでしょう？

■応募方法　答え、住所、氏名(ふりがな)、　　年齢、「ギカイのひ　　
　ろば」を読んだ感想、市政や市議会への意見・要望などを必ず
　記入の上、はがきやファクス、電子メールでご応募ください。
　正解者の中から抽選で５名の方に八幡平市共通商品券 1,000円
　分をお贈りします  (当選者の発表は発送をもって代えさせてい
ただきます）。
※お寄せいただいた個人情報は景品の発送以外には使いません。

■あて先　〒028-7397　八幡平市議会事務局　議会だより　係
　FAX：0195-74-2105　E-mail：gikai＠city.hachimantai.lg.jp
■締め切り　令和６年３月１日㈮(当日消印有効)
■前回(№73)の正解　提案
　　　　　　　　　　応募者　22人　　　正解者　21人

ク イ ズ

八幡平市議会
定例会は、年
〇回開催され
ます。

議員全員協議会

　平成28年度に市が取得したクリーニング工場跡地から
基準値を超える発揮性有機化合物「テトラクロロエチレ
ン」が検出された。県の指導により検査した結果、井戸
水からは有害物質は検出されなかったが、有害物質の拡
散の防止および土壌浄化が必要となった。県から区域の
指定と処置対策の指示があり、令和元年度から土壌の浄
化処理を行っている。当初基準値の680倍だったテトラク
ロロエチレンが5年8月の調査では69倍まで低下してい
るが、未だに基準超過の状況となっているため、6年度
以降も継続して浄化処理が必要との説明があった。

大更駅前線沿道の土壌改良業務

土壌改良業務の現場

次は　３月定例会　（予定)
※日程は変更になる場合があります。

　議会を傍聴しませんか
　八幡平市議会では、本会議などを誰でも傍聴する
ことができます。傍聴を希望する方は、議会開催日
に市役所３階の議会事務局までお越しください。
　開催時刻は一部を除き午前 10 時から（終了時間は
日によって異なります）です。詳しくは、八幡平市
議会のホームページをご確認ください。

　議会の映像を見ることができます
　八幡平市議会では、議会開催日に市役所本庁舎１階
のテレビでライブ中継を行っているほか、インター
ネット（YouTubeの八幡平市議会のチャンネル）で録画
配信しています。
令和５年12月定例会の視聴回数は844回です。
　　　　９月定例会の視聴回数は2,192回でした。

（令和６年１月10日時点）

　　　　　

市内の障がい者施設を視察
　NPO法人まつぼっくりが運営する通所施設の「地域
活動支援センタ－松の実」とグル－プホ－ムの「たかさ
ホーム」は、障がいがある人も社会の一員として地域の
中で共生できる環境づくりを目指し、障がい者が自立し
た生活を送ることができるように支援していた。「放課
後等デイサ－ビスきらきら星」では、通学時間が長い、
指導員の不足、定員満員などの現状説明と市からのバス
運行や支援学校の分校の設置などの要望があった。

産業民生常任委員会 ■期日　令和5年10月17日
■場所　地域活動支援センター松の実、　
　　　　たかさホーム、
　　　　放課後等デイサービスきらきら星
■内容　障がい福祉サービスの現状について

委員会活動報告

地域活動支援センター松の実

議会広報の先進地を視察
　八尾市議会では、市民へ「つたわる」に重点を置き、
点字や音声を使った全市民への情報伝達、地元の大学生
と協力しながら、若者世代へ議会への関心を高めていた。
和歌山市議会では、あらゆる情報コンテンツを使い、ど
の世代からも議会に興味をもてる「きっかけ」づくりに
重点を置き、若い時から議会や行政に興味や関心を持て
るように工夫していた。今後は、「ギカイのひろば」を
含め、改革・改善をしていきたい。

議会広聴広報常任委員会 ■期日　令和５年11月６日～８日
■場所　大阪府八尾市、和歌山県和歌山市
■内容　議会広聴広報に関する先進地調査

大阪府八尾市の議場にて

八幡平市議会活動レポート

静岡県袋井市を訪問
（八起会・市民クラブ・無会派）
　袋井市は、市制施行35周年記念式典で「日本一健康文
化都市」を宣言した。まちづくりの基本は、食事である
ことを認識し、農業関係者と連携しながら、学校給食に
地元産の野菜を取り入れるなどして、食生活の向上と食
育活動に努めている。また、教育委員会にはユニークな
「おいしい給食課」が設置されていた。袋井市中部学校給食センターでの視察風景

会派視察研修

期　日 内　容

２月20日㈫ 市長施政方針演述  ほか

２月21日㈬
～

３月４日㈪
休会

３月５日㈫
～

３月８日㈮
一般質問

３月９日㈯・10日㈰ 休会

３月11日㈪
～

３月15日㈮
議案審議、
予算特別委員会

３月16日㈯
～

３月18日㈪
休会

３月１９日㈫ 委員長報告  ほか
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保護者会会長
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満  さん

　議会広聴広報常任委員会の先進地視察
や議員と語る会でいただいたご意見など
を踏まえ、委員会ではどのようにすれば
限られた誌面で「伝える広報」から「伝
わる広報」にできるかを話し合い、その
第一歩として「編集後記」を作成するこ
ととしました。限られたスペースですが、
今後も委員会で話し合った内容などをお
伝えしていきたいと思っております。
　　　　　　　　　　委員長　工藤多弘

◆編集後記◆

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

クイズで寄せられ
た意見などを紹介
します。

声声

畜
産
飼
料
高
騰
対
策
支
援
は

良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

わ
が
家
で
は
、
食
べ
る
こ
と
で
応

援
し
ま
す
。（
松
川
・
56
歳
女
性
）

　普段手に届かない、目にしない
ものに興味を抱くことは誰しもあ
ります。八幡平市は、辺りを見渡
せば、四季折々の大自然が広がっ
ていて、自然があふれるすてきな
まちです。しかし、心のどこかに
都会への憧れもあり、やがて目移
りする方もいます。自分の周りで
も都会へ行く人は少なくありませ
ん。八幡平市に残るのはもちろん、
やっぱり地元が一番と戻ってきて
もらえるようなまちになると良い
です。多くの方々が若者の過ごし
やすい環境を作っています。私も
それに応える気持ちで共にまちづ
くりに携わっていきたいです。

議 会 の ま ど

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
に

回
答
が
「
検
討
」
と
か
「
対
策

を
考
え
る
」で
は
市
民
と
し

て
は
不
安
で
す
。
道
筋
を
示
し
て

く
だ
さ
い
。（
両
沼
・
63
歳
女
性
）

今
年
は
熊
の
犠
牲
者
が
多
い

で
す
。保
護
を
訴
え
る
こ
と

も
分
か
り
ま
す
が
、
対
策
に
し
っ

か
り
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。（
両
沼
・
65
歳
男
性
）

家
族
の
病
気
で
働
け
ず
、厳
し

い
生
活
で
す
。障
が
い
者
や

低
収
入
の
人
に
優
し
い
政
治
を
期

待
し
ま
す
。（
野
口
・
58
歳
女
性
）

新
し
い
図
書
館
を
造
る
よ
り
、

学
童
で
使
う
遊
具
を
購
入

し
た
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
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大
更
顔
づ
く
り
施
設
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
方
、あ
ま
り

期
待
し
て
な
い
方
が
い
る
と
思
い

ま
す
。
今
の
予
算
内
で
お
願
い
し

ま
す
。　
（
上
寄
木
・
70
歳
女
性
）

東
大
更
学
童
の
利
用
は
不
便

で
す
。元
Ｊ
Ａ
の
建
物
に
す

れ
ば
、
有
効
利
用
で
き
る
と
思
い

ま
す
。（
駅
前
一
区
・
44
歳
女
性
）

字
が
大
き
く
読
み
や
す
い
で

す
。農
繁
期
も
終
わ
り
ゆ
っ

く
り
読
め
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　
　
　
　
（
向
久
保
・
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）

角
つのかけ
掛  悠

ゆ う か
夏 さん

（高宮）

あしろこども園は、
年々園児の数が減

少していますが、先生
や保護者が一丸となり
園を盛り上げています。
また、地域の方々のご
協力もあり、子どもた
ちは園の行事など、楽
しみながら明るく元気
にすくすく成長してい
ます。


